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１．日程･参加者等 

■派遣内容   令和 2 年度鶴見岳・伽藍岳広域避難 WG（第 2 回） 

■派遣日時   令和 3 年 2 月 19 日（金）13 時 00 分～15 時 00 分 

■派遣場所   オンライン会議 

■派遣先事務局 大分県生活環境部防災局防災対策企画課 

■派遣エキスパート 岩田 孝仁（火山防災エキスパート、 

静岡大学防災総合センター 特任教授） 

■参加者    大分県、大分市、別府市、宇佐市、由布市、日出町など（約 10 名） 

２．派遣先において直面している課題や問題意識 

鶴見岳・伽藍岳は、周辺には豊富な湧出量を誇る温泉や四季折々の自然などの恵み

を与えてくれる。その一方で、鶴見岳は１８００年前、伽藍岳は８６７年噴火の記録

が残るなど、過去に大規模な噴火を繰り返した火山である。そのため、大分県では、

鶴見岳・伽藍岳の火山活動時の総合的な避難対策等に関する検討を共同で行い、火山

災害に対する防災体制を構築することを目的として、平成 26 年２月に鶴見岳・伽藍

岳火山防災協議会を設置した。 

鶴見岳・伽藍岳では、大分県別府市、宇佐市、由布市、日出町の 4 市町が活動火山

対策特別措置法第 3 条の火山災害警戒地域に指定されている。鶴見・伽藍岳が噴火し

た場合、別府市への火山現象の影響は大きく、広域避難が必要となっている。しかし、

広域避難先となるのは協議会に参画していない大分市が想定され、火山災害警戒地域

に指定されていないが広域避難受け入れ先として想定される市町村への説明や連携

体制の構築などが課題となっている。また、大分県では、これまで広域避難を想定し

た避難計画等の策定経験がなく、ノウハウがないという課題もある。 

こうした課題を解決するために、県は協議会の下にワーキンググループを設置し、

広域避難計画の検討を進めている。今回のエキスパート派遣では、このワーキンググ

ループの打合せ会に参加し、避難計画の策定経験や噴火時等の対応経験を基にした広

域避難計画策定に関する助言などが期待されている。 
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３．鶴見岳・伽藍岳の概要 

（１）火山の概要 

別府市の背後、東西にのびる別府地溝内に、南北 5km にわたり溶岩ドーム群が

連なり、鶴見岳はその最南端。火山群の岩石は安山岩～デイサイト。鶴見岳は厚

い溶岩流の累積からなる。鶴見岳山頂北側に噴気孔があり、また火山群北端の伽

藍岳には強い噴気活動がある。火山群の東麓の扇状地に別府温泉群があり、特に

扇状地南北縁、山地との境界部には多数の沸騰泉・噴気孔等が分布する。構成岩

石の SiO2 量は 56.7～64.9wt.%である。 

 

出典：気象庁ホームページ 鶴見岳・伽藍岳 概要 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/513_Tsurumidake_Garandake/513_inde

x.html） 
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（２）火山活動の履歴 

鶴見岳・伽藍岳の活動記録は、以下のとおりである。 

 

＜有史以降の火山活動＞ 

西暦 噴火等の形態 詳細 

▲771（宝亀 3)年 
水蒸気噴火 
(泥流) 

7 月 9 日。火砕物降下？泥流。噴火場所は伽藍岳。(VEI1) 

▲867(貞観 9)年 
水蒸気噴火 
(泥流) 

2 月 28 日。火砕物降下？泥流。噴火場所は伽藍岳。 
鳴動、噴石、黒煙、降灰砂、川魚被害。(VEI1) 

1949(昭和 24)年 噴気 
2 月 5 日に発見された。鶴見岳山頂の北西約 500m の標
高 1100m 付近で面積約 30m2の楕円形内の多数の噴気孔
から高さ約 10m の白色噴気、噴気温度 95℃。 

1974～75 
(昭和 49～50)年 

噴気 
12 月～翌年 5 月。1949 年と同地点で噴気、高さ約 100
～150m、周囲に小噴石飛散。 

1995(平成 7)年 
泥火山形成 
噴気 

7～11 月。伽藍岳で泥火山の形成：伽藍岳の珪石採取場
跡で泥火山が形成された。 初めは直径約１m の大きさ
であった噴気孔が７月末頃から次第に大きくなり、11
月中旬頃には土手の高さ約１m、火口の長径約 10m、短
径約７m、深さ約 4m の楕円状の泥火山となった。 

1999(平成 11)年 地震 
12 月 20～21 日。鶴見岳山頂の東約 3km、深さ 5km 付近
を震源とする地震増加：最大震度 3(震度 1 以上 37 回)。 

2011(平成 23)年 地震 
3 月。東北地方太平洋沖地震（2011 年 3 月 11 日）以降、
山体の西側及び東側 4～5ｋｍ付近の地震活動が一時的
に増加。 

出典：気象庁ホームページ 鶴見岳・伽藍岳 有史以降の火山活動 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/513_Tsurumidake_Garandake/513_hist

ory.html） 

 

（３）現在の活動状況：噴火予報（噴火警戒レベル 1、活火山であることに留意） 

火山活動に特段の変化はなく、噴火の兆候は認めらない。噴火予報（噴火警戒

レベル１、活火山であることに留意）の予報事項に変更はない。 

 

①噴気など表面現象の状況 

大分県監視カメラによる観測では、鶴見岳からの噴気は認められなかった（11

月：認められず）。塚原無田監視カメラによる観測では、伽藍岳の噴気地帯からの

噴気は最高で 400ｍ（11 月：500ｍ）まで上がった。 
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＜鶴見岳・伽藍岳 噴気の状況（12 月 21 日、大分県監視カメラによる）＞ 

 

＜鶴見岳・伽藍岳 伽藍岳の噴気の状況（12 月２日、塚原無田監視カメラによる）＞ 

 

②地震や微動の発生状況 

鶴見岳・伽藍岳付近の地震は少ない状態で経過した。月回数は 11 回（11 月：

15 回）と前月より減少した。震源が求まった地震は、鶴見岳山頂の西２km 付近の

深さ約４～５km に分布した。火山性微動は 2010 年 11 月の観測開始以降、観測さ

れていない。 

 

③地殻変動の状況 

GNSS 連続観測では、火山活動によると考えられる特段の変化は認められなかっ

た。 

 
出典：気象庁ホームページ 鶴見岳・伽藍岳の火山活動解説資料（令和 2年 12 月） 

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-
act_doc/fukuoka/20m12/513_20m12.pdf） 
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（４）火山監視・観測体制 

鶴見岳・伽藍岳の観測点配置図は以下のとおりである。 

＜鶴見岳・伽藍岳 観測点配置図＞ 

出典：気象庁ホームページ 「鶴見岳・伽藍岳 観測点配置図（令和１年 11 月）更新」 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/513_Tsurumidake_Garandake/513_Obs_

points.html） 
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＜鶴見岳・伽藍岳 観測点一覧表＞ 

 
出典：気象庁ホームページ 「鶴見岳・伽藍岳 観測点一覧表（令和 1 年 11 月）更新」 

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/513_Tsurumidake_Garandake/513_Obs_
points.html） 

 

  



7 

４．火山防災に関する取組 

（１）鶴見岳・伽藍岳火山防災協議会 

鶴見岳は１８００年前、伽藍岳は８６７年噴火の記録が残るなど、過去に大規

模な噴火を繰り返し、今後も活動が続くと考えられている。そこで、鶴見岳・伽

藍岳の火山活動時の総合的な避難対策等に関する検討を共同で行い、火山災害に

対する防災体制を構築することを目的として、鶴見岳・伽藍岳火山防災協議会を

2014 年 2 月に設置し、火山防災対策に取り組んできた。 

その後、2014 年 9 月に発生した御嶽山噴火の教訓等を踏まえ、活動火山対策特

別措置法が改正され、火山災害警戒地域に指定された県及び市町村は、「火山防災

協議会」の設置が義務化された。 

鶴見岳・伽藍岳では、別府市、宇佐市、由布市、日出町が火山災害警戒地域に

指定されたことを受け、2016 年 7 月に法定協議会に移行した。 

火山防災協議会には、県、市町、気象台、地方整備局、自衛隊、警察、消防、

観光団体、火山専門家などが参加しており、関係者が連携して、警戒避難体制の

構築に向けた取組を行っている。最近の取組として、平成 31 年 1 月に開催された

火山防災協議会で、「鶴見岳・伽藍岳火山避難計画（火口周辺地域）」の策定、居

住地域の避難対応について検討を進めるなど、近年、火山防災対策の取組につい

て、関係機関で意見交換及び情報共有が積極的に行われている。 

 

＜協議会構成機関一覧表＞ 

区分 機関名 
都道府県 

（第 1 号） 
大分県知事 

市町村 
（第 1 号） 

別府市市長、宇佐市市長、由布市長、日出町町長 

地方気象台等 
（第 2 号） 

気象庁福岡管区気象台気象防災部長、気象庁大分地方気象台長 

地方整備局 
（第 3 号） 

国土交通省九州地方整備局長 

陸上自衛隊 
（第 4 号） 

陸上自衛隊西部方面特科隊長、陸上自衛隊西部方面戦車隊長 

警察 
（第 5 号） 

大分県警察本部長 

消防 
（第 6 号） 

別府市消防本部消防長、宇佐市消防本部消防長、由布市消防本部消防長、
杵築速見消防組合消防本部消防長 

火山専門家 
（第 7 号） 

鹿児島大学 名誉教授 下川悦郎、鹿児島大学 名誉教授 小林哲夫、京都
大学 名誉教授 鍵山恒臣、京都大学 名誉教授 竹村惠二 

その他 
（第 8 号） 

大分県生活環境部長、林野庁九州森林管理局長、国土交通省国土地理院
九州地方測量部長、国土交通省九州地方整備局大分河川国道事務所長、
環境省九州地方環境事務所くじゅう管理官事務所上席国立公園管理官、
一般社団法人大分県バス協会会長 
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（２）噴火シナリオ 

鶴見岳・伽藍岳の噴火シナリオは、以下の図のとおりとなっている。 

＜鶴見岳・伽藍岳噴火シナリオ＞ 

出典：鶴見岳・伽藍岳火山避難計画（火口周辺地域） 
（https://www.pref.oita.jp/site/bosaitaisaku/kuju-houtei.html） 
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（３）噴火警戒レベルの運用 

気象庁が運用している「噴火警戒レベル」について、鶴見岳・伽藍岳では、平

成 28 年７月から運用を開始している。 

鶴見岳・伽藍岳では、運用開始以降、現在まで噴火警戒レベル 1【活火山であ

ることに留意】が継続されている。 
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出典：気象庁ホームページ 「鶴見岳・伽藍岳の噴火警戒レベル」

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_513.pdf） 
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（４）火山防災マップ 

鶴見岳・伽藍岳では、平成 28 年５月に、鶴見岳・伽藍岳火山防災協議会におい

て「鶴見岳・伽藍岳火山防災マップ」が作成された。 

 

＜鶴見岳・伽藍岳火山防災マップ＞ 

出典：大分県ホームページ 
（https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/1025193.pdf） 
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（５）鶴見岳・伽藍岳火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定 

平成 19 年度に国土交通省から「火山噴火緊急減災対策砂防計画ガイドライン」

が示され、鶴見岳・伽藍岳を含む全国 29 活火山が減災計画を策定する火山として

選定された。 

鶴見岳・伽藍岳では、平成 25 年度より学識経験者、地元自治体の首長、関係行

政部局の 27 名で構成された「鶴見・伽藍岳火山噴火緊急減災対策砂防計画委員

会」を設置し検討を進め、4 回の委員会を経て計画が承認された。 

「鶴見岳・伽藍岳火山噴火緊急減災対策砂防計画」は、規模や発生時期の特定

の予測が難しい火山噴火に伴い発生する土砂災害に対して、ハード対策とソフト

対策からなる緊急対策を迅速かつ効果的に実施し、被害をできる限り軽減（減

災）することを目的としている。計画では、想定される噴火シナリオやシミュレ

ーション等からなる被害想定などをもとに、緊急ハード対策や緊急ソフト対策、

火山噴火時の緊急調査といった噴火時等の砂防の対応や、平常時から取り組むべ

き資材の備蓄、火山防災に関する啓発など、幅広い防災対策についてまとめられ

ている。 
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（６）鶴見岳・伽藍岳火山避難計画（火口周辺地域） 

鶴見岳・伽藍岳では、平成 31 年 1 月に、活火山法等に基づき、火山防災協議会

において検討することとされている「火山単位の統一的な避難計画」として「鶴

見岳・伽藍岳火山避難計画（火口周辺地域）」を策定した。 

この避難計画では、「噴火時等における具体的で実践的な避難計画策定の手引き

（内閣府）」に沿った形で火山災害の想定、防災体制、噴火時における火口周辺地

域の避難対応、今後の防災力強化に向けた取組などが記載されている。 

なお、居住地域（住民等向け）の避難計画については、別府市への火山現象の

影響は大きく、広域避難が必要となっている。そのため、協議会の下に広域避難

を検討するためのワーキンググループを設置し、継続して検討を行うことになっ

ている。 
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＜鶴見岳・伽藍岳火山避難計画＞ 

出典：鶴見岳・伽藍岳火山避難計画 
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（７）火山防災に関する啓発活動 

①火山防災シンポジウム 

2019 年 11 月 24 日に、大分大学減災・復興デザイン教育研究センター主催の

「火山防災シンポジウム」が開催された。このシンポジウムでは、「大分県におい

ても火山災害を想定した対応のあり方やまちづくりに求められること、さらには

地域防災のあり方を考える機会を提供し、共に考えたい。」という開催趣旨のも

と、火山防災エキスパートの杉本委員による基調講演や学生による発表、別府市

長や杉本委員ら有識者によるパネルディスカッションが行われた。 

＜火山防災シンポジウム＞ 

出典：大分大学減災・復興デザイン教育研究センターホームページ 
（http://www.cerd.oita-u.ac.jp/2019/11/14/volcanosympo2019/） 
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②登山者・観光客への啓発活動 

大分県では、活火山である鶴見岳・伽藍岳、由布岳、九重山で登山や観光を行

う人向けに、啓発用のホームページを作成している。 

このページには、いざというときどうすればいいか、火山現象から身を守る方

法などが掲載されているほか、「火山登山のしおり」も掲載されている。 

＜大分県ホームページ「活火山の登山や観光を行う方へ」＞ 

出典：大分県ホームページ 
（https://www.pref.oita.jp/soshiki/13550/volcano-mountaineering-sightseeing.html） 
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また、同じく登山者・観光客向けに、火山に関する情報の確認方法やいざとい

うときの対処方法、防災マップなどが記載された「火山防災のしおり」を日本

語、英語、中国語、韓国語の 4 か国で公開している。 

＜火山防災のしおり（鶴見岳・伽藍岳）＞ 

出典：別府市ホームページ 
（https://www.city.beppu.oita.jp/bousai_syoubou/bousaijyouhou/bousai_map/turumi_garan

.html） 


